こわれた 鏡 

_ —— ジ イド 知性 の 喜劇 —— 

宫本 百合 子 



ジ イドが 彼の 近著 『ソヴ エト 旅行記』 に対して 受け 

た 非難に 杭して 書いて いる 「口 ー ラン その他への 反撃」 

という 文章 は (十月. 中央 公論) 悪意 を 底に ひそめた 

感情の 鋭 さや、 その 感情 を 彼に よって 使い古され てい 

る 切札で ある 知力 や 統計の 力 やによ つ て 強固に しょう 

と 努力して いる 姿に おいて 彼の これまで 書いた どの 文 

章よりも 悲惨で ある。 

現代の ように 錯綜し 緊張し、 処々 ではもう 火 を ふき 

出して いる 歴史の 大 摩擦の 時期に 当って、 かって 或る 

才能 を 証明し 得た 作家が、 歴史の 本質 を 把握し 得ない 



ジ イド は、 ソヴ エトに 対して 抱いて いた 自分の 信頼、 

称 讚、 喜悦 を かく も 深刻に 痛ましく 幻滅の 悲哀に 陥れ、 

労働者 を 欺いて いる 者 はソヴ エトの 一 部の 特権 者と 無 

能な 国内. 国外の 阿諛 者 達で あると している。 「勝負 

はスタ ー リンに してやられ」 民衆 は 悉く スタ— リンの 

犠牲者で あると 声 を 振りし ぼって 叫んで いる。 その 事 

実の 裏 づけと して ソヴ エト 生産 並 施設の 不充分な 点に 

ついて 討論して いる プラウダ ゃィ ズヴェ ス チアの 統計 

が 夥しく 引用され ている ので ある。 

もとより これらの 統計 は斿 えもので はない に 違いな 



ばなら ず、 計画の 実行の 問題が 重要な のであろう か。 

ジ イドに よれば、 人工的に 過度に 生産 その他 を 強化 

する 必要から である。 その 必要が 現実に あると して、 

それなら その 必要 は どこから 生じて いるので あろう か _ 

ジ イド は、 信じられぬ 程の 偏執で、 その 必要 は、 スタ— 

リンの 犠牲で あり、 欺かれた もの 達で ある 労働者の 上 

に 死刑執行 人と、 搾取 者と が 君臨して 「ロシアの 労働 

者 は 幸福で あると、 フランスの 労働者に 信ぜし める 為 

の 莫大な 宣伝費 をつ か」 うため であると 云って いるの 

である。 
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